
窒素固定能に着目した植物加工残渣由来早期養成飼料の開発（水産分野） 

 

養殖魚を早く大きくする技術の開発 

 

技術開発のねらい 

肉食魚は家畜に比べてタンパク質固定能などが著しく劣るため、同程度の成長を実現するために多量のタンパク

質を必要とし、飼料効率が悪くなります。したがって、タンパク質等のエネルギー転換を部分抑制することで飼料

効率を改善できるものと考えられます。本技術開発研究では、タンパク質等のエネルギー転換を部分抑制する成分

を安価な植物加工残渣から見出し、これらを用いた早期養成を可能とする飼料を開発することを目指しました。 

 

開発成果の特長： 

植物加工残渣由来の窒素固定成分としてフェルラ酸を選定し、モデル魚としてゼブラフィッシュを、養殖魚とし

てカンパチを用いて、試験飼育を実施しました。図１に示すようにフェルラ酸の投与によってゼブラフィッシュの

体重および体長が増大する効果が確認されました。また、カンパチでは冬季の水温低下に伴って成長遅滞が認めら

れますが、フェルラ酸はこの成長遅滞を改善し、養殖期間を短縮することが明らかとなりました（図２)。 

 

 
図１．フェルラ酸がゼブラフィッシュの体サイズに及ぼす効果． 

 

 
図２．フェルラ酸がカンパチの冬季低水温期の成長遅滞に及ぼす効果． 



革新的技術開発・緊急展開事業（うち先導プロジェクト） 

 
 

今後の展開方向・見込まれる波及効果等： 

魚類養殖において成長が低下する時期にフェルラ酸を含有する飼料を投与することにより、養殖期間の短縮によ

る飼料コストの低下および疾病リスクの軽減が期待できます。今後、出荷サイズのブリ類での冬季成長遅滞を改善

する飼料組成を確定するとともに、他魚種への展開を図る予定です。 
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